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さいたまで総合医・家庭医になる 

医療生協さいたま さいたま総合診療医・

家庭医センター（SGFAM）事務局 

〒333-0831 

埼玉県川口市木曽呂 1317  

埼玉協同病院 教育研修センター内 

医療生協さいたま協同組合では、2014 年 4 月に

SGFAM（さいたま総合診療医・家庭医センター）を
立ち上げました。 
「SGFAM」とは Saitama Center for General 
and Family Medicine の略称です。 
SGFAM は、医療生協さいたまの総合病院で働く総合
医と診療所で働く家庭医が連携し、お互いの長所を生

かしながら、それぞれの力量をレベルアップさせることを目
的に設立されました。 
SGFAM の目的は 4 つあります。 

【教育】 
医療生協さいたまの全事業所をフィールドにした「総合
医・家庭医」として研修や実践を希望する医師に研修

を提供します。その他、在宅専門医研修（在宅医学
会認定）、病院総合医（PC 連合学会・試行事
業）、診療所副所長を経験する「診療所マネジメント
プログラム」、「子育て女性医師支援診療所勤務プログ
ラム」などの研修プログラムも提供します。 

【研究】 
診療所と総合診療のチームで疫学調査を行い、学会
発表などの学術活動を促進します。 

【臨床】 
年 4 回、病院総合医と診療所の家庭医で学習会を
開き、診療の質を改善させます。 

【交流】 

埼玉県内の総合医・家庭医の研修施設と連携して、
学習会と交流を行います。 

埼玉の家庭医・総合医を増やすために活動をしていきま
す。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

Saitama Center for General and Family Medicine 

さいたま・家庭医 

【アクセス】 

 

・最寄駅 JR 武蔵野線 東浦和駅下車 

 徒歩 15 分 

・東浦和駅発病院行の送迎バスが出てい

ます。時刻表等の詳細は埼玉協同病院

のホームページ「交通のご案内」をご参照く

ださい。 

（http://kyoudou-hp.com/） 

http://kyoudou-hp.com/


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

1 年目 内科研修（埼玉協同病院） 総合診療Ⅱ研修（埼玉西協同病院） 

2 年目 小児科研修（熊谷） 救急研修（埼玉協同） 選択研修（さいわい or 大井 or 熊谷 or 秩父 or 西協同 or 埼玉協同） 

3 年目 総合診療Ⅰ研修（さいわい or 大井 or 熊谷 or 秩父） 
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さいたまで総合医・家庭医になる 

埼玉の各地域を土台にして生涯にかけて総合診療

医・家庭医療専門医として研鑽を積める３年間の

研修プログラムです。 

医療生協の理念のもとに地域組合員と共に歩み、

地域の健康の増進に貢献し、自ら目標を持ち学び

続ける総合診療医・家庭医療専門医を養成するこ

とを目指します。 

医療生協さいたまの教育病院、教育診療所を研修

施設とし、優れた指導医のもと、学び続けることがで

きます。 

さいたまでまなぶ 

～SGFAM レジデントデイ～ 

◆レジデントデイって？ 

専攻医と指導医が月に 1回集まります。専攻医は構造的な振り返
りや事例検討（Clinical Jazz）を発表し、課題を明らかにします。
また、家庭医療専門医取得に必要なポートフォリオ作成の支援をう
けます。指導医は専攻医に対し、家庭医療コアレクチャーを行いま
す。レジデントデイは専攻医・指導医が一緒に学び成長を確認する
場になっています。 

◆ある日のレジデントデイ 
・Clinical Jazz（振り返り） 
・指導医による家庭医療コアレクチャー 
（BPS モデル～生物心理社会モデル～） 
・打合せ  

さいたまでまわる 
～病院総合診療医を目指す人のローテーション例～ 

～家庭医を目指す人のローテーション例～ 

修了までに・・・ 
・年１回－多職種による 360 度評価の実施、・ポートフォリオ発表 
・3 年間で最低 1回の症例報告、臨床研究を行い学会発表 
・内科認定医試験の受験可能 

・研修終了後に家庭医療専門医試験の受験 

～SGFAM スタッフ紹介～ 
センター長 
・関口由希公（さいわい診療所所長） 
※研修プログラム責任者 
センタースタッフ 

・忍哲也（埼玉協同病院総合内科科長） 
・増山由紀子（大井協同診療所所長） 
※家庭医療専門医 
・山田歩美（埼玉協同病院総合内科病棟医長） 
※家庭医療専門医 


